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FAST MEMBER ORGANIZER 

FMO は、PDSFAST の PDS および DASD 管理機能を、未使

用メンバーのアーカイブ、自動的なスペースの再利用、選択

されたメンバーとデータセットへのアクセスの制御、選択さ

れたメンバーへのアクセスと更新の SMF への記録、そして 

LLA の自動的な更新を使って、拡張します。FMO は PDS お

よび PDSE のメンバー参照と更新をサポートします。 

 
データセットの維持管理 

DASD スペースへの要求の急激な増加について懸念される導

入先、または PDSEs と関連している過度のオーバーヘッド

を避けなければならない導入先は、FMO が提供する即時の

そして継続中の節約を高く評価するでしょう。アーカイブは 

PDS のサイズを削減し、そしてディスク・スペースを節約し

ます。前記の制御の恩恵は多くあります。例えば、メンバー

が変更または追加される際の PDS の無駄なスペースを自動

的に再利用することは、PDS がより徐々にサイズが拡大する

ことを可能にし、完全な圧縮の必要性を削減し、そして長い

間使用中で通常の圧縮の間は利用できない PDS の管理を簡

素化します。 

 
 

ユーザー・ベンチマーク 

ベンチ・マークのために、一次スペース 375 トラックで

3390 に割振られた PDS へ、850 個のメンバーが追加され、

無作為に、450 個が削除された。 

FMO のスペース再利用 

オンザフライの圧縮のように、無駄なスペースと実際の圧縮

処理のニーズを削減します。 

 

改善されたシステム・パフォーマンス 

FMO は、メンバーの利用を追跡しそして長い間使用され

ていないメンバーのアーカイブによって、DASD の利用

を飛躍的に削減します。以前に使用されたスペースを利

用可能にするだけではなく、システム全体および個々の

ジョブおよび TSO のパフォーマンスを改善します。FMO 

は、メンバーを見付ける場合に検索されるより小さい 

PDS ディレクトリーの状態により、およびシステム管理

ユーティリティーがより小さなデータセットを取り扱う

状態により、これらのパフォーマンスの改善を成します。

例えば、FMO のアーカイブ前に、高い割合の非アクティ

ブ・データを含んでいた夜ごとのバックアップが、その

後、非常により高速になります。 

 

アクセスと監査の管理 

FMO の使用監視機能を使って、導入先はメンバー・アク

セスの「誰、方法、そして何時」を追跡できます。この機

能は、システムのパフォーマンスを改善するために、(ベ

ンダー製品についての) メンバーへのアクセスのチャージ

バックを提供するために、そしてメンバー参照の監査証跡

を維持するために使用できます。FMO はまた選択された

メンバーとデータセットへのアクセスと更新を制御できま

す、そしてそれは通常利用できないセキュリティー・レベ

ルを提供します。この制御機能の一部として、そのアクセ

スが許可されたかまたは拒否されたか否かだけでなく、

FMO はアクセスと更新情報も SMF に任意に記録できます。

またはそれは操作員コンソールへ WTO を発行できます。

さらに、FMO はライブラリー・ルックアサイド機能 (LLA) 

によって管理されているデータセットの、更新されたおよ

び新しく追加されたメンバーについて、即時のアクセス可

能性とデータの整合性を確実にすることができます。 
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FMO テクニカル・サマリー 

FMO は、最小限度のオーバーヘッドを必要とします。そ

してユーザー・データまたはプログラムへの修正は必要

ありません。FMO は完全に新しいバックアップ・システ

ムが作成されることを必要としません。しかし代わりに

既存のデータ・センターのバックアップおよび移行プロ

シージャーと、途切れなく調和します。 

FMO により作成されたアーカイブ・ファイルは、HSM 

により移行できる選択可能な SMS 管理グループに、テー

プまたはディスクのユーザー指定の場所に直接に標準の 

PDSFAST (IEBCOPY 互換) アンロード・ファイルとして

保管されます。アーカイブされたメンバーの名前と場所

は、FMO カタログに保持されます。非アクティブのメン

バーによって以前に使用されていたメンバーとディレク

トリーのスペースは、その後その PDS の他のメンバー、

またはそのボリューム上の他のデータセットのいずれか

に利用可能になります。後日必要に応じて、アーカイブ

されたメンバーは、ISPF 下の FMO リストア機能または 

PDSFAST 自身のいずれかを使用して、簡単に復元できま

す。 

 
FMO の機能 

• 未使用メンバーのアーカイブ 

• 圧縮を使用して PDS の無駄なスペースを再利用 

• PDS の未使用のディレクトリー・ブロックを再利用 

• PDS の再割り振りを通して、ボリュームの無駄なスペ

ースを再利用 

• アーカイブ･パラメーターのユーザー・カストマイゼー

ションをサポート 

• 自動的なスペースの再利用 

• インテリジェントなスペース再利用は、置換の他に追

加をサポート 

• PDS の圧縮の必要性を削減し、その結果 PDS の可用性

を増大 

• 利用の監視 

• アプリケーション、データセット名、メンバー名別な

どに参照を監視 

• 費用効率が高い DASD 管理およびキャパシティー計画

のために必要な情報を提供 

• メンバー･ベルでリアルタイムに自動的な LLA の更新 

• 読みやすいレポート (例えば、データセットおよびボリ

ューム別に未参照のメンバー、アーカイブされたメン

バーなど) 

FMO のオペレーション  

FMO は 2 つの主要コンポーネントで構成されます：FMO 

スーパーバイザーと FMO エージェント。 

FMO スーパーバイザーは、システム IPL 時に通常は開始

される継続的に稼動しているタスクです。FMO スーパー

バイザーは、BLDL (メンバーを検索)、STOW (メンバー

を更新) SVC コール、および DESERV コールをインター

セプトすることによって、選択されたデータセットにつ

いての PDS および PDSE メンバーの参照と更新を追跡し

ます。FMO スーパーバイザーはジャーナルを維持できま

す。そしてそれは選択されたデータセットへの追加のメ

ンバー参照が検出される時に更新されます。FMO エージ

ェントはバッチ・ジョブです 。そしてそれは、ユーザー

指定の制御ステートメントおよび FMO ジャーナルにスー

パーバイザーによって記録された情報に基づいて、メン

バー・アーカイブ処理を実際に実施します。アーカイブ

のために選択されたすべてのメンバーについて、エージ

ェントは指定されたデータセット名、ボリューム、装置

などへの PDSFAST アンロードを実施します。そして次

に (任意に) アーカイブされたメンバーを削除し、そして

そのデータセットを圧縮または再割り振り、またはその

ディレクトリー・サイズを変更します。その結果、非ア

クティブなデータによって占有されていたメンバーとデ

ィレクトリー・スペースを開放します。エージェントの 

LISTJOURNAL 要求は、FMO ジャーナル内の選択された

データセットをリストします。 

アーカイブされたメンバーとそれらの行き先のデータセ

ットについての情報は、FMO アーカイブ・カタログに保

管されます。オリジナルまたはアーカイブ・データセッ

トのいずれかを選択している後続のエージェントの 

LISTCATALOG 要求は、アーカイブされたデータの記憶

場所を示しているレポートを生成します。そしてそれは、

必要ならば、 ISPF 下の  FMO リストア機能または 

PDSFAST または IEBCOPY を使用してメンバーを復元で

きます。エージェントにより作成されるアーカイブ・デ

ータセット (すなわち、アーカイブされたメンバーを含ん

でいるデータセット) は、固有の DFSMS ストレージおよ

び/または管理クラスで指定できます、そしてそれはそれ

らを導入先によって要求されるように扱うことができま

す。 

 
導入、ハードウェア/ソフトウェアの要件 

FMO は 10 分たらずで導入できます。オペレーティン

グ・システムへの変更は必要ありません。FMO は、あら

ゆる IBM z/OS で稼動できます。 
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SEA 社の FASTPACK を使って、無駄な DASD、

CPU 時間、EXCP 回数、および経過時間を削減 

SEA 社の fastPack は、5 つの最先端の DASD 管理ツールで

構成されます。DSN およびボリューム・レベルについては、

PDSFAST、FASTGENR、 FASTVSAM および Fast Data Set 

Organizer (FDSO) が、超高速な DASD およびデータ管理ソ

リューションのスイートを構成します。その強力で柔軟性

のあるレポーティング機能は、DASD サブシステムの導入

先全体の視点での管理を提供します。そしてそれはニーズ 

(ボリューム、ストレージ・グループ、装置タイプ、プー

ルなどで分類) へ調整することができます。 

メンバー・レベルについては、Fast Member Organizer 

(FMO) が総合的な、使いやすい、高速なメンバー・レベ

ルのモニタリングおよび管理ツールです。そしてそれは

未参照の PDS メンバーのアーカイビングとディスク・ス

ペースの再使用により、飛躍的に DASD スペースの消費

を削減できます。 

 
 
 

 

fastPack を使って、 導入先は処理中のスペース不足状況から

自動的に回復すること、大量の VSAM データをバックアッ

プすること、ボリュームへの排他的アクセスを要求すること

なしに徐々にボリュームをデフラグすること、および多くの

他の機能を実施することができます。 

一日に何度も何度も呼び出される IBM ユーティリティー 

IDCAMS、IEBCOPY、および IEBGENER について透過的

な置換のため、fastPack コンポーネントは大幅な資源の節

約を実現できます。 

fastPack と共に, SEA 社は、改善された自動化と管理を通し

て、最新のデータ・センターが DASD の投資を維持および

最大化するだけでなく、システム・パフォーマンスを改善し、

20% まで DASD 容量を拡張し、そして DASD の持続的成長

を伴うペースを保持することを、支援するために他にはない

位置にいます。 
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